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 ２学期がはじまっていよいよ運動会！

というところで、秋雨前線と台風に悩ま

され、思うように活動できなかった９

月。それでも、本番は待ってくれないの

で、ホールとすみれルーム・れんげ組を

開けたり区切ったりしながら、学年ごと

で交代して使って、やっとここまで来ま

した。いよいよ運動会です。 

 穴川花園幼稚園の運動会は、毎年、学

年で活動していることや、子どもたちが

今、興味を持っていることを組み合わせ

て、オリジナル競技を作っています。そ

れは、“上手にできる”とか、“失敗し

ない”ためにひたすら反復練習したり、

先生の笛や号令で子どもたちを動かす、

運動会の為だけの活動ではないからで

す。楽しんで取り組みながら、お友だち

と競争したり、力を合わせたり、子ども

たちの中にある“去年の年中さん・年長

さんみたいになりたい！”と、目標を

もってがんばっている姿を、ちゃんとお

家の方に感じていただけるような運動会

を目指しているからです。 

 そこで、

運動会当日

まで楽しく

活動出来る

ように、お

手紙や大き

な小包が届

いたり、先

生が仕掛け

人 に な っ

て、役者さ

んのように演技したりして、子どもたち

がその気になっちゃうアプローチをしな

がら、毎日コツコツ取り組んでいます。 

 こうして、運動会に向けて取り組んで

どんな子みっけ！ 
いく中で、

先日驚きの

姿をみせて

く れま し

た。開会式

の 練習 を

行ったとき

のこと。連

休明けの月曜日なので、子どもたちも落ち

着かないだろうと思っていましたし、初め

てだから年少組は１列に並ぶことも難しい

だろう、だんだん上手になっていければい

いなと思っていました。するとどうでしょ

う。年少さんもちゃんと1列に並んで、見

よう見まねで一生懸命体操したり、マイク

の声にしっかり反応して、立派な姿を見せ

てくれたのです。（おさんぽタイムで見学

していた保護者の方からも、「本当に初め

てなんですか？練習しなくてもこんなに上

手に出来るんですね。」と驚いていらっ

しゃいました。） 

 子どもた

ちは本来、

音楽などで

習慣づけた

り、○ ○ を

しましょう

と指示を繰

り返すこと

で、だいたいのことは出来るようになるも

のです。でも、先生やお友だちと一緒にい

ろいろな活動する中で、楽しいことも、難

しいことも、大変なことも、みんなで乗り

越えながら、十分に楽しみや喜びを感じて

育つ。そうすることで、いざという時にき

ちんと集中して取り組める子どもたちにな

るのだと思います。“やりたい！”“頑張

りたい！”“かっこいいところをみせた

い！”と心を動かして、取り組むことこそ

が大切。その為に、大人は精いっぱい！応

援しましょう。 
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「こんな」は、ようちえんで起こる 

こんな
・ ・ ・

とき・こんな
・ ・ ・

こと・こ～んな
・ ・ ・ ・

にを     

折々お届けします。 
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年少組 

○○になりきって！ 

「ば～」「べ～」「ヴ～」手をぶらぶ

らさせながら、なんだか不気味な仕草

の年少組。なにかと思ったら・・・オ

バケでした。園舎のあちこちに出現し

てお友だちや先生を驚かせようと、オ

バケになりきっています。「きゃぁ～

助けて～」なんて、リアクションが

帰ってくれば、どんどんエキサイトし

て、気が付けばオバケ顔が急接近！ 

 こんな風に、周りを気にせず、何か

になりきれるのは、年少組ならではで

す。もう少しすれば、恥ずかしい！そ

んなのかっこわるい！なんていいだし

ますから・・・。 

 自由な発想や自己表現が出来るよう

になるために欠かせない「なりきり」

の体験なのです。今のうちにおもいき

りなりきれ！ 

 うんどうかいでは、マ

リオにもなっちゃうよ！ 
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年中組 

  ランナーを伸ばしたイチ

ゴの苗は、全部で２０鉢に

なりました。 

仲間増殖中！ 

 1学期のおわりに、牛乳パックやプリ

ンカップを植木鉢替わりにしてそばに置

いておくと・・・手（ランナー）を伸ば

して、どんどん仲間を増やしていったイ

チゴちゃん。  

 ２学期に入り、“そろそろ広いところ

にお引越しさせよう”と話し合って、園

庭のニコニコ畑に移植することにしまし

た。すると「かわいそうだね。」という

声が聞こえてきました。引っ越しをさせ

るには、ランナーを切り離さなくてはな

らないことに気付いたのです。“手を伸

ばすとお友だちがいる！仲間が増え

る！”ことを、イチゴの成長と、自分た

ちの体験とを重ねながら育ててきた年中

組ですから、イチゴちゃんの身になって

考えると、かわいそうになったのでしょ

う。「でもお引越ししさせたら、もっと

仲間が増えるかもよ」という声に安心し

て、みんなで引越しさせました。 

 「ぼくたちがいつも観に行ってあげよ

う！」とか「寒くなったら、ココアを届

け て あ げ よ

う！？」な ど

など、人の身

になって考え

たり、自分が

できることを

しようとする

心が育ってい

るようです。 
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年長組 

勝つためには・・・！ 

 登 園 する

と、「今日も

リ レーやろ

う！」「先

生、線書いて

ね！」「バ ト

ン貸してください！」など、段取りよく準

備をして、意気込みいっぱいの年長組。運

動会に向けて、クラス対抗リレーをやって

行くうちに、1位をとることを目指して、

それぞれ頑張っている真っ最中です。 

 そんな中、なかなか1位になれないクラ

スもでてきます。すると「1位じゃなくて

もいい」「がんばったから３位でもいい」

と負け惜しみの声が聞こえて来るのです。

その悔しくて、でもどうしょうもない思い

を汲んで先生は提案をします。 

 「1位をとる方法はないのかしら？」そ

んな話し合いの時間をもつと、お家の方に

相談したり、体操の先生に聞いたりして、

いろいろな案が出て来ました。「最初の方

に速い人が走るといいって！」とか、「線

の近くを走るといい」とか、「バトンを、

『ハ イ！』っ て ち ゃ ん と 渡 す」と

か・・・。すると、負け惜しみの子も、本

当は“１位になりたい！”という思いを素

直に発揮して、一生懸命試します。時には

線すれすれを意識し過ぎてバランスを崩

す・・・なんてこともありますが、とにか

く、勝つための技や前向きに取り組む思い

も磨いて、取り組んでいます。 

 子どもたちからのバトンをそのまま受け

取って走る、担任の先生に「先生が遅いせ

いだ～」なんて、もう言わせないぞ！ 

 
 バトンパスが大事なことに気

付いた年長組。声を掛けあって、

一生懸命です。 


